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7月1日現在の大崎市の人口
	地域
	男
	前月比
	女
	前月比
	計
	前月比
	世帯数

	古川
	37,962
	＋19
	39,373
	－12
	77,335
	＋07
	31,605

	松山
	2,877
	－06
	3,054
	－06
	5,931
	－12
	2,187

	三本木
	3,870
	－01
	3,906
	－01
	7,776
	－02
	2,694

	鹿島台
	5,702
	＋01
	6,084
	＋03
	11,786
	＋04
	4,548

	岩出山
	5,158
	－09
	5,367
	－15
	10,525
	－24
	4,149

	鳴子温泉
	2,815
	－03
	3,078
	－05
	5,893
	－08
	2,679

	田尻
	5,273
	－05
	5,406
	－06
	10,679
	－11
	3,608

	市全体
	63,657
	－04
	66,268
	－42
	129,925
	－46
	51,470


問合せ　市政情報課統計担当　電話23-5091



今月の納税
納期限：9月2日月曜日　
市県民税 第2期、国民健康保険税 第2期、介護保険料 第2期、後期高齢者医療保険料 第2期
※市から送付する納付書や口座振替を利用している人の納期限です。口座振替を利用している人は、記帳にて残高と振替結果を確認してください。問合せ　納税課収納担当  電話23-5148

空間放射線量の測定結果（単位:マイクロシーベルト/h）
	7月18日測定
	地表面
から1m
	地表面
から0.5m

	市役所第2駐車場
	0.05
	0.05

	松山総合支所
	0.03
	0.03

	三本木総合支所
	0.04
	0.04

	鹿島台総合支所
	0.05
	0.04

	岩出山総合支所
	0.05
	0.04

	鳴子総合支所
	0.06
	0.05

	田尻総合支所
	0.05
	0.04



火災発生件数(6月末日現在・右欄は前年比)
	建物火災
	8件
	－16

	林野火災
	3件
	＋02

	車両火災
	4件
	＋01

	その他火災
	3件
	－11

	合計
	18件
	－14



交通死亡事故件数(7月15日現在・右欄は前年比)
	発生件数
	0件
	－ 2

	死亡者数
	0人
	－ 2


問い合わせ　防災安全課 消防担当・交通防犯担当  電話23-5144


パタ崎さんのひと口メモ
●その37　あいさつの力
問合せ 観光交流課 電話23-7097
　8月は夏休み期間だね！
　三本木ではひまわりが見ごろを迎えて、2日のおおさき花火大会を皮切りに、市内各地域で夏祭りや、大きなイベントがたくさん開催されるよ！いろいろな人との出会いもあって、楽しみだね！
　そこで、今回は「あいさつ」についてお話するよ。あいさつは大切だってわかってはいるけど、苦手な人も多いよね。あいさつすると気持ちが良くなるし、人を笑顔にして、会話も弾むよ！
　僕は身振り手振りのあいさつしかできないけれど、身振り・握手・ハグ・お辞儀・手紙や手旗、横断幕だって、立派なあいさつだと思うんだ。あいさつをされたら嬉しいよね！
　夏休み期間は、たくさんの人が大崎を訪れるから、家族や友達はもちろん、観光客・外国人・初めて会う人、いろんな人に積極的にあいさつしてみよう！


今月の表紙
　　7月5日、準備を進めてきた「道の駅 おおさき」が盛大にオープンしました。
午前11時のテープカットに合わせ、千手寺幼稚園の園児の皆さんが風船を空に放つと、長蛇の列で開店を待つ来場客、この日を心待ちにしてきた関係者、地域の皆さんから大きな歓声が沸きました。
　道の駅おおさきは、産直コーナーやカフェコーナー、世界農業遺産「大崎耕土」の情報発信コーナーがあり、大崎の旬の魅力を感じることができます。
　ぜひ、新スポット「道の駅おおさき」にご来場ください。


宝の都（くに）・おおさき～ずっとおおさき・いつかはおおさき～
vol.13  鳴子総合支所庁舎等複合施設の基本設計が完了しました

　「鳴子総合支所庁舎等複合施設」は、老朽化した総合支所庁舎と鳴子公民館を合築して、東鳴子・鳴子公民館周辺に建築します。
　設計コンセプトは、「鳴子らしさの凝縮。そして、発信」とし、地域の象徴であり、環境に配慮した地域の交流拠点を目指しています。また、鳴子温泉地域の多様な要素を結びつけることで、新たな産業や観光資源の創出も期待されます。
　1階には、鳴子こけしや鳴子漆器など、観光物産を展示・発信できるスペースを設けています。さらに、玄関に隣接したホールや図書室は、吹き抜けで採光や風通し、見通しに配慮した設計となっており、開放的で広がりを感じられる空間となっています。
　2階部分には、利用しやすく仕切ることができる和室・研修室などを配置しています。1階部分は賑わいを感じられる吹き抜けや、気軽に休憩できるスペースもあり、交流が深まりそうです。
　今後は、令和3年4月の施設供用開始を目指し、本年11月の実施設計業務完了に向け進めていきます。

市長コラム天地人　姉妹都市訪問記
　　7月23日から、市民25人で姉妹都市 愛媛県宇和島市を訪問してまいりました。
　今回の訪問は、姉妹都市盟約20周年記念交流訪問と、昨年7月の西日本豪雨で大きな被害を受けた宇和島市の復興状況視察、激励の訪問です。
　伊予宇和島藩の初代藩主伊達秀宗が、政宗の長男として岩出山城で幼少の一時期を過ごした縁もあり、大崎（旧 岩出山町）と宇和島市は、伊達家をゆかりとして平成11年に姉妹都市盟約を締結しています。
　両市が平成の大合併を経て、災害時の相互応援協定へと発展して交流し、東日本大震災時には、いち早く物心両面で支援していただきました。
　宇和島市は、昨年7月の豪雨で13人もの尊い命が奪われるなど、これまでにない甚大な被害に見舞われました。
　特に全国有数のみかんの産地である吉田地区では、急斜面にある園地が斜面崩壊し、みかん農家は大きな痛手を被りました。
　本市はどこよりも早く宇和島市を訪れ、支援物資や見舞金をお届けするとともに、職員派遣、復興フェアの開催、ふるさと納税の代理寄附受付などの支援を続けてまいりました。
　今回、一年ぶりに被災地を訪れてみると、崩れたままの山をあちこちで見かける状況であり、本格的な復興はこれからだ、という感じが否めませんでした。
　また、復興への願いを込めた牛鬼祭りへの参加や、伊達ゆかりの地訪問などを通して、激励交流を深めてまいりました。
　一日も早い復興完遂と、交流の輪を広げていくことを念じながら、帰路につきました。
大崎市長　伊藤 康志
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